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LLMを用いたバグ再現



研究テーマ

| バグ再現
• ソフトウェアの利用者から提供されるバグレポートを用いて，
開発者の環境でそのバグを再現する．

| なぜ必要なのか
• バグの修正は手元でバグを再現することから始まるが，品質の
低いバグレポートが多く，手間と時間がかかる．

• バグの修正が遅れたり，複数回同じバグが発生したりすると，
ユーザが離れる原因になる．
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研究テーマ

| バグ修正の主な手順
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ユーザがバグを発見 バグレポートとして報告

バグの原因を特定して修正 修正完了

報告されたバグを再現



研究テーマ

| バグ修正の主な手順
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ユーザがバグを発見 バグレポートとして報告

バグの原因を特定して修正 修正完了

報告されたバグを再現

手間がかかるが時間はかけたくない



先行研究

| アクションリストを出力
• アプリとバグレポートを解析することによって，レポートに記
述されているバグを再現する動作手順を出力する．

| 長所
• かなり高い精度を発揮している．

• バグレポートで欠落した手順を補完することも可能になってい
る．

| 課題
• 解析で使用するUTGなどが不十分だと精度が下がる．
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先行研究

| テストを生成
• LLMを用いてバグレポートからバグ再現テスト（報告されたバ
グによってエラーが出るテスト）を自動生成する．

| 長所
• バグレポートからテストを生成するという新しさ．

• 学習にそこまで力を注がず一定の精度を発揮した．

| 課題
• ユーザー定義関数への対応が不十分．

• 外部ファイルや設定ファイルが必要なものは再現できない．

• 実用化するにはまだ精度が低い
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LIBRO

| LIBROとは・・・

LLM Induced Bug ReprOductionの略

バグレポートから，バグを再現するテストを生成する．
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LIBRO

| LIBROとは・・・

LLM Induced Bug ReprOductionの略

バグレポートから，バグを再現するテストを生成する．
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テスト生成後のみ再現



再現実験

| 実行時間
• テストの実行フェーズで184時間（論文の説明では100時間程
度）かかった．

| 成功率
• 再現実験では31.3%(254/812)

• 論文の中では33.5%(251/750)
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再現実験

| プロジェクトごと
• 全体的に成功率は下がったものの，

誤差の範囲内であった．

• Closureは極端に低かった．

（独特なテスト構造を持つという記述）
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再現実験

| 失敗した原因
• ヘルパー関数が要因のものが最多
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改善案

| https://arxiv.org/abs/2502.01821#:~:text=This%20paper%2
0investigates%20automated%20BRT%20generation%20wit
hin%20an,industry%20bugs%20extracted%20from%20Goog
le%27s%20internal%20issue%20tracker.
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